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ま え が き 

 
 近年、団塊世代の退職と景気の回復により、高卒求人は大幅に改善しつつある。しかしこ

のような状況は一時的だと考える見方も少なくない。我が国は、18 歳以降の若者の７割強が

教育に残るという、超学歴社会に突入しつつある。このような高学歴化の中で、早期に学校

を離れる若者層がどのように社会に入っていくのかは、労働政策のみならず、社会的にも重

要な課題である。 
 本報告書は労働政策研究・研修機構のプロジェクト研究「新たな経済社会における能力開

発・キャリア形成支援のあり方に関する研究」のサブテーマである「キャリア形成弱者の実

態と支援に関する調査研究」のうち、初年度の成果にあたる。 

 「キャリア形成弱者の実態と支援に関する調査研究」においては、キャリア形成をするう

えでも最も困難を抱えているのは誰であるのか、そこにはどんな課題があり、どのような支

援が求められるのかという観点から研究を進めている。本報告書は、知識社会化が進む中で

キャリア形成が難しいとされる高卒就職者（非高等教育進学層）に焦点を絞り、この実態に

ついてのインタビューによる調査分析を目的としている。 

 調査の際には、厚生労働省職業安定局若年室、および調査対象のハローワークに仲介の労

を取っていただき、ハローワーク 11 所、高校 24 校、企業 23 社のご協力を得ることができ

た。お忙しい中、時間を割いてインタビューに応じて下さった対象者の皆様に対して、この

場を借りてお礼申し上げたい。 
 なお、本報告書で実施したインタビュー調査の要約については、別途資料シリーズとして

とりまとめている。あわせてご参照頂きたい。 
 本報告書が、高卒就職に関心を持つ方々にご活用頂ければ幸いである。 

 
2008 年５月 

独立行政法人 労働政策研究･研修機構 
理事長  稲  上    毅   
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